
令和７年４月１日現在

17 分団

0 分団

0 隊

0 部

0 班

488 人

422 人

405 人

17 人

389 人

0 人

33 人

0 人

8 人

0 人

8 人

22 人

15 人

1 人

391 人

20 台

0 台

0 台

0 台

0 台

年額 36,500 円

年額 36,500 円

8,000 円

8,000 円

※１：「消防団の組織概要等の調査」による。

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

※２：「年額報酬」「出動報酬」の額は、令和７年４月１日現在の条例で定める額。
 　　　「出動報酬」については、日額で定めがある場合は最大額を記載。一方、日額で定めていない場合は８時間の出動に換算した額を記載。　
　　　定めがない場合又は年額支給の場合には「ｰ」と記載。

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害

特殊法人等公務員に準ずる職員

農協職員

郵政職員

その他

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

団
員
数

条例定数
・黒部市消防団は１本部、各地区16分団、女性分団、定員488名、実員421名（令和
６年４月１日現在）で組織されています。「自分たちのまちは自分たちで守る」という
郷土愛護の使命感に燃え、昼夜問わず活動しており、火災をはじめ自然災害等か
ら住民の生命・身体及び財産を守ることはもちろんのこと、防災訓練や歳末特別警
戒など、地域住民の防災意識の普及や防災指導に活躍しています。

・黒部市消防団 女性分団は平成18年10月に団本部付で発足し、平成28年４月１
日、黒部市消防団の組織再編を機に分団化されました。女性のもつソフトな面をい
かして、住宅用火災警報器の普及促進、一人暮らし高齢者宅への防火訪問、住民
に対する応急手当指導や、幼少年に対する防災教育（紙芝居）等を開催するなど
幅広く活躍されています。

・黒部市災害支援団員制度は消防団員減少が全国的な課題となるなか、平成24年
４月に基本団員とは異なり、より多くの方に消防団に参加いただき、それぞれの能
力やメリットを活かしながら、特定の消防団活動や時間の許す範囲での活動ができ
るよう、新たに発足した制度です。消防職団員を引退した方がその豊富な経験を活
かして消防団の活動に携わることができます。また、地域特性を活かして県内有数
の温泉地、宇奈月温泉がある黒部市で旅館・ホテルに勤務する従業員等を地域の
精通した即時対応団員として確保し、地域防災の重要な要として活動しています。

実員数

男性団員数

女性団員数

基本団員数

大規模災害団員数

その他の機能別団員数

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員

地方公務員

都道府県職員

市区町村等職員

消防団名 黒部市消防団 メールアドレス kurobe@niikawa119.jp

組
織

分団数 ホームページURL http://www.niikawa119.jp/

うち機能別分団数
SNSアカウント

https://www.facebook.com/profile.php?id=61555146265307

方面隊数 https://www.instagram.com/niikawaarea.fd/#

部数 消防団活動事
例・PR等班数

0765-54-3992

消　防　団　の　組　織　概　要

都道府県名 富山県
所在地

〒938-0014

市町村名 黒部市 富山県黒部市植木761番地１

消防団事務所管 新川地域消防組合 黒部消防署（総務課管理係） 電話番号（直通） 0765-54-0119 FAX


